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蒙
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、
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&
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、

(

一一

j)

下
級
A

民
の
悲
慘
な
る
境
遇
、

(

四)

.佛
國
，當

時
®

_

濟

財

政

、
の

不

健

全

狀
 

:

菜

N
饴

(

l
ei
_

-

:::
,
_

;:
說
佛
闕
大
苹
命
め
，主
因
は
經
濟
的
众
り
：

.

_

.

第

八

鍊

：ニ
五

■H
1
I
t
!
I



• 

•第

十

四

卷

(

T

0

M

S

I

)

 

•

論
：.

說

.

佛

，國

大

'̂

命

bo
.
.主

S

TIX
M'
微

的

な

り
 

第

八

雜

ニ

六

-
:

媒
五
I

fe
A
世
紀
_
肆
的
®
'壤
的
；e
學
j

及
；：

び
：文
.
.學
の
影
：響
等
'
;を

，
擧

；
，
；げ

轉

^
、
嚴

：
も2£
.さ

を

：、
第

(

®'
'
 

比
ぐ
褙
：
き

、
尙

：ほ

戈

0
米
國
_

立
®
爭
の
，成
.

功
：.

も
、佛
國
.革
命
近
因
の
.
.'一
 

.ぢ

し

，

y
.

數
a
ぐ̂

>

パ
以
^
每

等

”
 

&
.諸
原
因
亿
就
.て
、條
を
逐
.ふ
：
て
；
說.述
を
試
む
可
し
。
 

:
/

.,
c
,

ご
.
佛：
.國
の

J

八
三

Q

¥

.
の
七
月

.
卒
命
、一
八
四
八

¥..
の：1.1'

月：部
命
，
.
等、'

W

说
In
]

t£

ざ
名
や
ぅ
、一
 

•:
.

,

,-
t

r
八
九
年

0

'
苹；命

4»

大
_

命
と
呼
ぶ

か

當
れ
り
と
す
れ
ど
、以
下
故
ら
じ
葸
親
^
强
く
す
る
勘
合 

b

:
外、一

般
■
の
.呼

.'

.稱
I
I

:.

從

ら

平

に

佛

.：國

乎

命
 

-

-

/)

.

.
V
.
.
.
.(

註 

ニ.

)

： Frederiĉ
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れ
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方
的
法
律

、
®

も

に
獨
逸
の
/古

法

行
は
れ
、

其
の
數
ー
實
に 

H

W

八
.十
五
.
輒
；に
：及
び
，た

':
1
>
。

故

■(
:

一
 

の
地
方
ょ

>

鄰
接
せ

.る
他
$
地
方
に
移
轉
せ
し
佛
國 

A

ii
:
全
然

T

案
內
な

.

.る
■
法
賴
御
，度
に
依
て
支
配
せ

&
,る
、
、を

^

れ
s*
i

き
。

M

ら

に

裁

判

制 

:度
冬
，
3
3
,里
.
を
首
め

|
.他
.の

_
^
-
ニ

の
重
.要
‘
稍
市
.に

在
&

し
高
等
，■裁

^

所

(
p
a
d
e
m
e
n
t
s
)

の
.
外0

n
D

國 

注
の
設
立

.せ
し
.
裁
刺
所

.
及
び
封
建

.制
度
の
遺
物
た
る
幾
多
の
莊
園
裁

■刹
所
、敗
會

R

は
敎
會
，裁 

剑

：所

、
陸

軍

には

, ®
事

‘裁
判

所

ぁ

^

き
。
.
是

等

各

®

の

裁

：.刺

所

間

の

權

限

.亦

紛

糾

錯

雜

し

て

、訴 

認
人
は
其
の

'
嚮
.ふ
ど
こ

.ろ

.に
迷
似
ざ
る
を

#

v

^

&

p

:

而
し
て
奉
等

.
の
谶
剑

•所
が
.課

せ

し

所 

沖
の
洳
何
に
殘

■酷
野
蠻
な
り

-L
.や
は
、或
は
手
足
を
，切
斷
し
、或
は
呑
を
拔

&

、或
は
鉛

.湯
'を
.肉
、に 

濺
.ぎ
、或
は
取
裂

0

刑
0

.和
 

も
、こ
れ
を
察
す
る
を
得
ベ

S

な

:!
)
。

,

«

«

の
所
獨

『

舊
制
度

』
(

A

m

 r
e
a
m
e
)

の
紊
亂
、不
統

!

は
單
に
政
治
の
餌
織
及
び
法
律
制

M
r 

0

:
上
：に
北

^

ら

ざ

キ

下

文

に

述

V

る
が
-
如
く
、佛
國
の
經
濟
財
政
の
制
度
に
迮
り
て
は
、

-@ 

に
.
'姐
.織

.0

.
紊
«1
_

雜
せ
し
の
み
な

-?
>
,ず
、幾
多

0

不
IE

ど
情
弊

は
雄
»

し
，是
等
の
不
正
と
情

_
 

•U

延

S
.

て
，國
家

0

财
.政
::
0

上
一
に
大
な
る
缺
陷
を
齋

ら

し
、最
も
猶
切
な
：る
佛
國
爆
命
の
原
因
を

M
y
K
K
&
2
A
^
^
_
£
.

:̂
f
l.
g
f
_

」

'i
-
_ll
-~?
:
s

之
を
要
，す
る

.
に
、*

革

命

前

.セ
：於
け

る

佛

.國

の

.王

政

は

恰

も

基

：礎
：
.の
腐
朽
#

る

大

厦

0:

如
，ぐ
-

其

0
.外
‘、觀
如
何
に
，輪
奥
の
美
を
里
す
れ
ど
も
、到
底
猛
，

.

烈
な
る
暴
風
.雨
の
襲
來
に
®
ゆ
る
も
の 

に
非
K
 

し
：な

-
^
。
. ノ 

\
 

. 

: 

I
,

•

-
'

'

■ 

• • 

'

.

ン.
•；
'

:

:

:(

註

e

B*
,
a''
.'の
高
等
—

所
は
國
家
の
最
高

m

法
^

關
な
；s>;

し
も
ン
央
國
の
風
會
の
如
く

‘

來
®'

,

役
に
對
す
名
協
赞
柳

か
有

せ

す

、
唯
，
だ

國.王
の
勅
令

|:

對
.
し
て
，登
錄

‘

拒
絕
し
得
る

.
-
T
個
：
の.
楽
.齡 

.

.
-
、.

猶
關
ナ
る

I
f

過

V

ざ
リ
兔

■

併
か
も

^

の
^

利
を
行
使
し
た
る

こ

と
は
稀
葙
の
例
に
旙
し
、之
を 

「

■

行
使
し

/:
^:
♦

★

雖
-
國

王

は

魏

列

所

に

臨

御

«

稱
す

)

し
て
、强
い
て
ぬ
を
か
認
可 

.

せ
.
し
む
名
か
将
又
國
：

:^

止
す
る

:

这
4>

も
欲

?:

り
き
。

既
し
て

.
其
の
,評
足
官

•

. 

'は
殆
：ど
金

.
部
法

#

家
に
し
て

-
新
.貴
族
の
川
身
多
く
：、取の

.

本
職

It
.
载
列
：填
務
に
レ
て
ギ
ど

,
li
t

故
ぎ 

•■
..
;

:

ミ
.
な
り
、之
も
饺
贸
す
も
こ
と

.
す
ら
''
'
行
：は

れ

..

.

:■
:
•
'■
 

. 

• 

: 

,
-
'
.
:
:

!:
:
リ
®
 

::'
•

.

:

'

-

.

•
に，-

(

V

.

.: 

' 

. 

」
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:
:
;
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:

.

:
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.

'

身

#

靜
國

.の
封

_

貴
換
は

'王
權
の
：伸
張
と
共
に
漸
次
衰
瀹
し
來
ち
し
が

^

名
な
る
傘
相
；ッ 

ジ
,

f

は
强
固
攻
る
，中
央

.集

.權
政
治
を
確
立
せ
む
が
爲

‘大
に
封

'建
諸
爾
候
.の
政
.權
：を
削

'減
せ

K
V
O 

ぞ
ィ
第
十
四

t

*^
封
：建
'貴

族

が

■»
の
：領
地
内

.に

'®
，
を
養
ふ
一

.こ
ヒ
を
禁
も

#

族

を

佛

I 

:
,取

0
麻
校
卜
、其

.の
：家

E

’̂

常
備
，：軍

0

兵
卒
に
罇
入
し

f̂

p 
&

。

英
ま
貴

«.
の
：家

.，

に
て
.
は
、當
；
.主
，

'
第
十
四
怨

.
(
L
O

沉
九)

パ
'
論

..說 

'翟

'

k

革
命
0
虫
因
は
經
濟
的

f
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論
'
‘

；說
佻
國
大

.苹命
'の-
生
因
|1

經
濟
的
な
リ
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第
八
魏
'

H

ニ
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:
- 

.

.

.

. 

、 

. 

.

惟
り
貴
族
，の
特
權
：を

*

U

長
.
子
；以
下
は
靡

K

.
院
に
列
し
て
政

.
治
K

參
與
す
る
蓉
少
な
か
ら
ざ 

$

 

P

も
、佛
，國
に

V
>
:
,

は
*

族
：の
家

'
に
生
れ
し
奢
は

-
A'

て
貴

_
族
の
，特

*

を
痕
；せ

•
し

も
'‘然

も

政
治

.
± 

呤
活

”
敝

す

る

餘

：
地

，
を

與

，
へ

ら

れ

'
さ
：.
り

き

ビ

し

て

は

"
革
命
：前
旣 

に
何

#

の

政

權

を

..も

有

せ
_

ざ

り

き

。

而
：
'し
.て

ク

シ
ユ
リ
ユ1

0

•

ょ

り

S

族
0

一
 

部
は
也
方
官

' 

こ 

‘
任
用
せ
ら
れ
し
が
、ル
ィ
大
王
が
グ

H

ル

サ

ィ

ユ

宮

殿

に
,:
'
'
一

 

代

の

榮

难

を

極

む

る

に

方K
V
て
、
或
一 

部

の

貴

族

は
宮

內

官

に

任
.
せ
，
ら

れ

て

國

王

：
0

間

圔
.i t

侍
b

、其

の
俸

給

に

依

ド

て

，辛

ぅ

じ

て

貴
 

族
の
饑
面

.
を

保

て

る

：者

も

ぁ

^

§

。：.
.要

す

る

k

、第
拾
八
世
紀
の
‘做

國

貴

族

は

復

た

昔

日
の

政 

權

を

有

せ

ざ

り
し
が
、
彼
等
：は
询
ほ
.古

來
，
の
特
權
を
«
げ
て
各

0

の
領
民
に

.臨
み

.
其
‘の
牢
固
た 

る

社
會
的

權
■力
は
、國
生
ビ
雖
こ

.
:n

を
如
何
ビ
も
す
る
能
は

ざ

る
も
の

あ

り
§
o 

:

::
:

箪
命
前

に
於
，
け
る

怫
國
の
貴
：族

は
*戸數

..

ニ
千
一

乃
.■
 

1.ニ
千
、
人
R

十
萬
^

至
十

五
萬
を
數
へ

K' 

I
.の
領
土
は
佛
國
全

.
土
^

五
分

‘
の，
一
を
占
め
た

b

き
。

彼

等

は

见

の

領

土

5:
.
耕
惟
せ
し
き
作

t
, 

に
對
し
て
封
腐

«

(

0.
|

)

或
'は
«

役

(

d

e

)

を
課
せ
し

.も
、自

ら

は

國

家

に

對

し

て

殆

..ど
全
く
納 

税
の
義
務
を
負
は

.ざ

.
ヶ
き

°

而
し

V

彼
'
等

の
多
く
ば
、國
王

'
に
近
侍
し
、常
に
：

_
巴
里
或
は
グ
ユ
ル

^
 

ィ

象

'
宮
»

に
0
m

l

:て
、丹
花

.の

宴

樂

：
■{
:

侍
べ
ぅ
、文
，
•«

逸
遊
に
耽
办

'
て
、■
奢
な
る
生
活
を
每

斯

ぐ

て

彼

：
等

は

農

耕

：の

事

を

1
へ
切
代
理
者

^

放
任
彤
节
、農
埃
^

租
稅
舍
誅
求 

め
じ
の
み
自
身
ゆ
京
地
に
定
住
し
て
、領
土
に
歸
る
こ
ビ
稀
れ
ら
從
て
農
民
の
窮
狀
に
一 

し
て
、何
等
.の
同
情
も
有
ザ
ざ

6

き

。;'
.
彼

等

の

一

般

人

民

の

間

字

不

A

導

な

ダ

し.
故

な
t

ビ

■ざ
る
.な
.，

OCVO:.. 

い.へ

.

.

.
,
.
:
.
.
. 

:

.'
•

.'.
パ. 

> 

Y

是
等
貴
族
の
特
權
を
擧
ぐ
れ
ば
、上
記
免
税
の
外
、其
奴
領
地

ft

に
於
^

^

所

有

者

不

定

の

•” 

產
を
沒
收
し
、狩
獵
の
獨

S

を
■

し
：S

S

 

耕
I

K

f

開
放

“ 

一
し
め
、爲
に
農
作
物
を
荒
每

3

る

、

も
：被
寄

潘

は
訴
る
に
途
な
か

p 

I

又
領
內
の
民
は
一
飾
山 

，所
有
の
製
，造
所

£
r

穀
粉
製
.造
を

®

記
せ
，
ざ

る

可

か
.

&
す
ぅ
：此
の

外

貴

族

が

®

令
の
名
義
'肩
命 

i

:
依
々
て
，國
庫

i
 
&
給
與
を
受
げ
し
：金

^

亦
小
少
に

#

>

き
。ヘ

シ

ブ
#

^
;'
-
.ン
観
く

搞
攸 

—

^

治
丨
ー
—
時
ィ
ぁ
り
：

#

布
.は
兵
カ
の
時
代
に

'^P
、

次
K

#

權
の
時
代
：
,

墮
落
し
、結
局
虛
艘

.導

代

I

りy
；

衰

滅

害

。：，：怫
國
革
命
前

I

族

が
傾
傲
に
：し

遍

等

.職
會
を
侮
蔑

I

 

民
を
虐
；待
し
て
自
か
|

?

ど

爲

せ

し

は

.|
I

權
時
代

.友
I

榮
I

代

錫

落

p

o
 

、
あ
ぅ
し
も

.
の
^

非
ざ
ら
む
や

0

>

' 

.

.

.

: 

, 

. 

.
• 

I 

, 

.. 

. 

. 

fr\ 

/ 

.
 

.• 

.+■
 
.
 

i 

V
,, 

‘ 

.«

’ 

f))

：
怫
國
办
貴
族
に
!

多
*'
0
種
.類
ぁ
女

た
$

是
等
I

貴
_

間
R
は
一
致
協
ヵ
攻

1

卷
：

(

一 

0

2)

，
働
：，
說

：
.

1

1

1

1

 ： 

. 

,

T

,

I

 ,

晕
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六
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V蹄

：

辯
第
八
踯

H
四
、

く
、互

に

反

-0
疾
視
せ
し
が
黷
益
'
*彼
等
階
級
の
勢
‘カ
を
，失
：墜
せ
じ
め
た
‘
。”
常
に
、.
2
3,里

若

ヾ
 

は
.グ

；

サi

に
.住

、
し

て

華

：奢
.

の
：：

生

活
.を
S
K
Vし『

堂
上
貴
族』

(Nobles of the 

court)

の
、地
方
に
在 

$

0

較
的
質
：素
め
を
®
を
營
み
し
地
方
貴
族
を
审
む

乙
ゐ

甚
だa

於
か

&:
?
'
.雨
.者
は
所

ra 

『

武
家
*

族』

9
。ぎ
^

of, thevSwcr

♦

に
' 属
乜
、血
統
正
し
く
名
#
あ
る

傅
®:
を
傲
.る

る

 ̂
fp

於
^
、
 

同
一
：
な
,

ク
会
9

而
し
て
第
十
八
世
紀
の
佛
國
政
府

I

略
上
丨
み
她
方
議
會
位
て
名

.0

i

 

:し
.法
#

‘家
：裁

1
;官
等
を

.拔
擢

.し
て
新
貴
族
を
造

}
し
が
、®
等
は『

#
^
^
f
'
^
a
b
r
l
t
r
6

r>
t
.b
?
e

,1
1
0
5ど辦

^

ら
；れ
、十
字
苹
.勇
±
の
狻
裔
な
ど
誇
る
武

.家

.貴
族
ょ

.如
腕
謂

『

成
上

&
者』

ぞ
.1;
て—

.

:

輕
蔑
：せ
ら

.
れ
n

,

:

“而
じ
.て
政
府
ば
槪

.

.b
x

澌
貴
族

.を
造

.备
に
當

，
^
 

fも
、財
政
窮
迫

.

S

爲
、
 

金
品
を
與
へ

^

L

'

v、m

に
、爵
位
の
，，み
を

..授

.

.け
た
.
H

'

而
'
か
：も
此

?>
:
如
ぐ
し
て
，歡
多
©
小
貴

族
を
濫
造
し
，ね
る
！&
爲
、從
で
自
^

&
種
々
，の
#

裤
典
禮
ば
：濫
造
せ

6

れ
、納
税
の
如
♦
«
家
に

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

, 

.

0
す
る
有
形
■的

_

務
の
除
外
者
を

一
v

層

增

加

し

て

、益
,f
普

通

人

民

の

負

擔

を

、過

重

な

ら

し

め 

/2
り
。;,
'
:又
®

貴
f

槪

じ

て
f

 

i

族(

及
び
、中

一
I

 

©
入
t

 

f

れ
，i

に
I

無

,»

.に

.し
て
、世

.界
'の
大
勢
に
.暗
か
力

 

ン，

/

.::
;,

■

,
 

 ̂

.

.

.

. 

,
, 

之
5?
-
耍
す
：る
は
、佛
國
の
#
族
が
國
家

J
 

P

幾
多
の
：恩
典
で

_

權
％
:
を

受
け

/?

^
は
、是
等
に

;f
j

:f
き
.賴
當

•<
?
>功
勞
.と
任
務
ミ
を

‘靡
レ
作
れ
ば
：
s

i

j

然
4
 

f

令
_

等
味

： t

輝

0

不
文

4 

法
名
も
云
ふ
可
き
，率
來
：の
；約
束
を
嘸
轉

i>
•國
家
及
び

_

每
に
對
す
る
霧
務
を
守
ら
求
し
.て
よ 

だ
其
の

‘

ぞ
を

'̂
使
し
恩
典
を
享
受
せ
む

^

す
。.

太
革
命
を
激
成
せ
る
故
な
し
ビ
せ
む
や
。

(

X

)
)

第
拾

^

世
.紀
に

.
於
け
冷
侧
國
の
ヵ

.

ト
.
ジ
ッ
ク
敎
會
ぱ
、有
カ
且
：

^

富
裕
な
る

J

ic

谐
級

」 

し
，
.て
.
汇
代

&

に
S

，
へ
：
ば

當

然

國

家

へ

の

權

，
域

，
に

糜

す

可

&

多

く

の

.®

權
，を

行

使

せ

し

®

然
.た
ク 

1

國

家

の

舰

あ

，:
^

&

。
つ
然
b

多

年

の

情

弊

內

部

に

雄

積

せ

.
し
|
が
、就
.
中
‘
其
^

高

級

僧

侶

ゆ

舉

# 

E

頹
せ
：る

家

長

«

度

の
«

物
R

:
過
ぎ
.
ざ
：h

き
r

國

民

議

會

0

_

員

會

寧

吿

に

據

れ

ば

、佛
國
姊 

#

'
の
：收

入

は

}
‘
.億
4

.
诗

^

タ
：グ
ル
：(

ゴ
'〜

,

ll
'

f

f

Mダ
'
.
:
グ̂
ミ
觀
算

^

ふ
^

し
T,

、ル
ィ
第

+

し、
 

世
树
位
の

.

.啤
に

'
於
.
け
.
る
國
家

.
の
收
入
の
約
半
ば
に
當
れ
り
。

其
啦
の
五
分
の
ニ
强
は
什
一
班 

(
t
i
t
h
e
)
(

實
if

は
十
一
一
分
の

'I,、

十
五
分
の

|
、及
至
二

.
十
分
の

-

な
W

し

^

云
.
ふ)

ょ
，9
:
獵
、其
.の
餘
は 

佛
國
全
，土

®

五
.
分
の
..一 )

ド

當

る

寺

領

ょ

の

‘
收

權

な

化

|

。

•

の
襄
.
太

な

备

收

入

(*

風
.
ょ
6
 

敎

會

の

維

*©

及
.

^

禮
拜
減
の

.’脚

學
.嫁
及
，び
慈
#

#

_

殊
に
：翁

玛

救

助

等

-
^:

袭

9

1

し
も
、
»

@
 

大
弃
与
は
.
.
S

三
，拾
N

A

:

の
：大
大
ff
iE
.
及
び
擎
迮
匕

^

瓦
^

至
<

百

人

^■
■

僧
院
長
'

^

を
^

喝
せ
&

大
#

.

|

M
の
.
收
入
霉
甚
零
し
き
不
同
ぁ

い

し
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も
が
％
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濟
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な
-̂
第
/\
.號

ri
Hハ

.衡
を

*

#

せ
し
潜

^

至
“

ベ
は
、辦

V
;

其§

收
'入
も
參

^

#
落
收
師
の
收

X

.
ゆ
極
：め
て

»'
給
ば
じ

t:
、ft
摩
一
の
节
ま

_

紙
.て
、1

%

 

<
'六
年
M
 

0

額
:̂

七
'宵 

'
リ
グ
ル
に
*
給
せ

X

程
^

り
き
。

寺

®

ゆ
®

ど
.‘全
部
ば
地
粗
を

.：免
#

ら
れ
，其
の
他

0
. 
ニ
十
分 

1
:

税

(
s
n
g
t
f
)

.等
も
、國
王

w

染
協
し
て
、少
額
の
一

」

時
金
を

.納
め
て
是
等

.
0
 0
 

,
0

を
決
：濟
せ
ヶ
。
 

敎
'會
は
五
.ヶ
年
に
一
度
、夂
戰
爭
，に
、際
し

.._
主
に
對
し
て
#
助
金
を
供
與
せ
し
も

、
#

等
は
0

龔 

隨
意
の
寄
附

:̂
過
ぎ
ざ
り

&

。:/
.,
_
、

> 

..ぺ 

'

貴
族
等
は
高
：級

#

«

の
：社
畲
的
地
位
高
ぐ
、暮
に
伴
ふ
莫
‘大

^

る
收
.
A

に
i
rli
D

て
，其
め
實 

.何
#

の
宗
敎
心
な
き
に
拘
は
ら
ず
、國
王
に
乞
ふ
て

’是
_

'0
;

地
位

0,
大
部
分
を
丑

#

し
q或
0

之 

を
世
襲
的
に

-叔
娃
の
間
に

：
.授

受

し

た

り

气

.高
級
僧
侶
は
：即
ち
職
掌
を
興
に

f

る
一
棚
の
貴 

族
に
し
て
、其
の
貧
，愁

m

俗
、.且
つ」

無
學
な
な

t 

.ビ
#
.族
.
に
異
ら
ざ

^

ぎ
0 

.勿
論
彼
等

の

中
に
も
，
 

學
德
共
に
秀
で
：：、

.一 :

代
.の
師
表

V
J

仰
ぐ
！？
き
满
絕

'無
に

#
.り
：し
も

•其

の
多
數
は
僻
し

X:
狹
暈 

K

し
て
利
己
心
强

X
、敎
徒
に
對
し
て
信
用
も
權
威
も
有
-せ
ざ
る
小
人
な
か
き
。

故

'
忙
敎
徒
，は 

彼
等
を
僧
む
の
餘
、彼

等

'0
代
表
せ

.ム
敎

#

及
び
，力
‘
ト
タ
マ
ダ
敎
に
赚
し
ヤ

4

、漸
ぐ
不
信
不
敬
，の

- 

念
.を
增
加
す
名

^

篆
れ

^

?

後
年
め
無
神
論
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蓋
し
這
般
の
不
信
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敬
，に

f
e
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な
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‘

や
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；
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然
も
是

等
の
貴
族
的
僧

侶
と

ギ
級

g

平
民
的

■
侶
と

は
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重
に
之

盖

別

せ

ざ
る

可 

ず
。
高
級
：僧
侶
が
多
く

1

出
身
な
上
に
對

S

、下
級
僧
侶

S

を

中

等

2

若 

く

は
:^

泯
出
身

:«
b

し
が
故
、興
の

'
'貧
：_

に
七
.：て
質
濮
芩
ら
し
こ
で
、力

J

デ
ナ
ル
；
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ァ
ン
•が
其 

の

ィ

斤

■

に
七
好
個
の
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；へ
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八
十
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ひ
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豪
奢

. 

ビ
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照
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熱
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名
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摩
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齋
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...... 

■

中

擎
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(
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o
u
r
g
e
o
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s
i
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；
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農
.
'民
.社
.會

.是W

な

ぅ
S
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兩

翁

何

，
れ
< 名

膽
'權
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有

せ

ざ

ち

し
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■■ 

• 
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!
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. 

- 

*
,
/

••
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.

.

.
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'

點
に
於
て
境
遇
相
如
：け
ぅ
。

此
の
如
く
貴
族
、僧
侶
に
非
る
.者

 
'を
ひ
と
し
な
グ
に
第
三
級
民
ビ 

.«
す
れ

^
も
、;1
&

の
階
級

'(
c
M
す
る
者
の

.間
に
は
、社
會
上
及
び

0
0
上
の
.地
.位
.に
於
て
»
だ
し 

き
.
P
違
あ
.令
た
6
:'
0
:コ
即
ち
，最

^
_富
«
な
ゐ
銀
行
家

^

-®
も
著
.名
^

^
。文
學

#

%
、称
貧

0
鎚
民 

.或
t
o街
頭
の
乞
丐
ビ
均
し
く
、此

-'
0
踏
«

に
»
,せ
し

^
气

.

.法
律
家
、激
師
、顧
，行
家
、商

エ

槳

馨

• 

• 

.. 

.
<
•
+
,
: 

- 

'
/
• 

. 

. 

«

-
 

' 

.. 

•
气
. 

,

师
、技
藝
.
家

等

を

中

^

社

會

？
總

稱

^

る
|.

は
、本
球
等
し

.
ペ
年
.民
；の

3
3

潰
^

.
れ

ば
^

b

,

o
是
等
の 

.中
#

鄉

會

杈

觸

，せ
し

「

者

社

她

纪

社

_

.

に

池

し

て

M

f
K

少
橛
な
、

し

.も
、彼
等
.
は
ゲ
^
ル
タ

ァ

或
は 

'デ
ィ
ド
ロ
に
依

.?
)

て

知

識

を

開

.
a

.せ

ら

れ

、；或
：
«

商

エ

業
:0

發

.達
|:
#

ひ

、
或

，
：
は

.
頻
.
次
.
の

外
®

に

依

.
•■.. 

.

. . 
-

.

 ̂
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!
: 
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.
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.
ぃ■. 
- 

. 

.

•.

りV
;

富
を
獲
得
せ
：し

.が
故
、
11
:
會
に
鞏
精
せ
し
勢
カ
は
偉
大

-«
る
.も
の

*,

 ̂

.
而
し
て
貴
姨 

反
：び
、僧
侶

0

#
恣
'に
，反
抗
す
る
の
實
カ
を
具
ベ
し

.考
惮
り
此
の
中
等
歡
貪
あ
り
し

0
み
。

'
W

• •
•
•■:
.
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■ 

. 

. 

I
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I 

'丨

， 

-
-
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•
,

.も
彼
等
は

‘

一

方
把
於
て
，王

.

及
妙
貴
族
：に
對
し
て

-«
生
の

_

徵
に
泣
ち
仏
炉
從
、*
の
國
家
經

濟
に
對
す
る
利
害
：の
感
念
は
極

.め
て
切
實
な
る
も
の
念

b
,し
.
.な
6
,
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.

故
に
軍
命
の

.漸
く
.進
行

■ 
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• 

, 

■
•
•
•
*
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.
 

•
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.
 

•
 
«
 

>
 

.
 

へ

す
る
に

.隨

.ひ
、巴
里
の
賤
民

(sans cuuotte)

及
び
地
方
農
民
镣
が
極
端
過
激
の

.行
動
に
出
で
む
'ビ

せ
し
と
き
に

.も
、彼
竦
は
常
に
革
命
運
動

.
の
、指

導

蒋

ビ

し

.て
、多

#

愚

民

0

育
動
，を
牽
制
し
、其
，の 

班
熱
を
冷
却
せ
し
め
て

M

Il
i

の
途
を
誤

$

し
め
ざ
ら

.
U

と
力
め
た

‘
ゑ
。丨
詆
に
埘
力

.
II
.
於
て
i

:
'■
(— 

.

. 

.
：

."
 .
I

'
I
.
.
:
.

'
.

.

.

.
 

' 

> 

.. 

.

多
.<:

貴
'
族
、僧

侶

^

讓

ら

: ^

知
識
に
於
；て
は
、却

て

是

等

の

特

權

t e

級
■
を
凌
駕
せ
る
：.彼
等
中
等
社 

(

W

が
、政
治
上
及
び
：
_

會
上

(に
： .

於
.て
、貴

族

f t
®

€

同
等
：の

權

利

を

#

'む
‘ 

S

主
.
1

す
‘
る
4

固

ょ

ヅ

.

m

當
に
し
て
、遂
に

•
革
命
を
成

—

就
甘

-L
,や
、決
し

C

.
怪

む

を

.須：

a

t

。

「

中

等
1

會

は

一

哲

學

裁

及

び.
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一

..

.
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i
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,
 

-

;
經
：濟
學
潘
等

の

著
*

を
«

き
て
‘
僧
侶
及

^

貴

族

に

”
對す
る
.
尊
.敬

0
:
.念

を

.
失:'
へ.
t

彼
等
樓
彼
：
 

等
0:
^
;智
ビ
，敎

.育

^
"相

，
當

する

權
力
ビ
尊
敬
と
を
；分
與

せ

ら

れ

む
こ
と
.
*
;熱
^

せ
.
む

.0

彼
等 

.は

.彼
勢
を
し
て

.公

務

：に

直

接

，
の

發

言

，權

を

#

せ
し
.
む
可
会
輿
實
誇
鄭
市
自
治
並
び

.代
_

會
，：的 

憲
法
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要
求
せ

P

O

)
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彼
等
は
商
土
業
の
攀
務
に
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す
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斷

9

干
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K
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.
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彼

等

は

財

政
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度
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於
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.
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公
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ど

合
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ビ
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欠

寧

せ

；
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が
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疼
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富
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失
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縛
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し
た
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ギ

了

解

；
せ
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b

o
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®
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託
し

*

_る
彼
.等
の
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貯
余
妒
濫
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年
無
秩
序

4の
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焉
危
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險
に
瀕
せ
る
こ

e
を
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惶
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以

て

注

視

し

た

公

き

？

彼

等

は
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.
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陸
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軍
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び

外
交
事
務
よ
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床
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ら
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^
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.
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